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ま え が き 
 
 
 近年、フルタイム勤務の契約社員やパートタイム労働者などのいわゆる非正規労働者の組

織化に乗り出す労働組合が増えている。厚生労働省「2011 年労働組合基礎調査」によると、

単位労働組合におけるパートタイム労働者の組合員数は、5 年前の 2006 年調査（51 万 5,000
人）から 20 万人以上増えて 77 万 6,000 人となっている。推定組織率も直近の数字（2010
年）で 5.6％となっており、毎年ほぼ 0.3 ポイントの幅で組織率が上昇している。 
 労組がこれらの労働者の組織化に乗り出した背景として、労組の社会的な影響力低下への

危機感のほか、職場における非正規雇用の拡大による既存労組の従業員代表性の揺らぎ、正

社員と類似した仕事をする非正社員のための処遇等の格差是正などが指摘される。では、労

組がこうした労働者を組織化した職場では、その効果によって処遇向上や格差改善が図られ

ているのであろうか。パート等が組合員となり、労組活動への参画が始まることによって、

企業内での労組の組織力・活動力にはどのような変化が起きているのだろうか。また、逆に

組織化したことでの課題はないのだろうか。 
 こんな問題意識から、当機構では、非正規労働者の組織化を実現した労働組合（11 ケース）

をピックアップし、組織化までの経緯にとどまることなく、組織化後の成果や課題等に至る

まで幅広く関係者に聞き取りを行った。最近では、請負労働者やフリーランスの労働者など、

雇用契約ではない労働者を組織化する新しい取り組みも出始めている。本調査では、こうし

た事例も先取りして調査対象に含めるよう努めた。 
本調査にご協力いただいた労働組合組織の方々に、この場をかりてあらためて厚く御礼申

し上げたい。本報告書が、今後の非正規労働者の組織化に関する調査・研究で活用され、多

くの方々の参考となればたいへん幸いである。 
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